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1. 
　前報 1)では被着材が鋼材（ ）で，接着面
が長方形のシングルラップ継手の一面せん断を実施し，接
着剤の接着強度を調査した．本報では，接着面の形状比が
接着強度に及ぼす影響を考察するとともに，接着剤を用い
た接合部の設計や補強が行えるよう，鋼構造接着接合部の
一面せん断耐力の評価式を提案する．
2.
　試験機で計測された引張力 Pを接着面積 Aaで除した平
均せん断応力 を縦軸，チャック間の変位を横軸とした結
果を図 1に示す．ここでは同一鋼材板厚・接着面積で接着
領域の形状比率を変数としている．接着長さ laに対して
接着幅 baの比率が増加すると，接着強さは上昇する傾向
がある．これは接着幅 baの増加に伴い，せん断応力の伝
達幅が増加することと，接着長さ laの減少により，鋼材
の面外方向の曲げ変形が減少し，接着面始終端の剥離応力
が減少することが要因である．また，ba:laが
の試験片では，変形の進行に伴い剥離応力が生じる接着面
の始終端が徐々に剥離していく様子が確認された．図 2に
示す鋼材の変形状態を確認すると，接着長さ laの比率の
増加に伴い鋼材の面外方向の曲げ変形が大きくなってい
ることが確認できる．接着面の破壊状況からも，接着長さ
laの増加に伴い，剥離応力によって生じた凝集破壊の面積
が占める割合が接着面全体に対して大きくなっている．一
般に，接着剤はせん断応力に比べて剥離応力に弱いという
特性を有するため，接着幅に対する接着長さの比率を小さ
くすることで，接着強さを上昇させることができる．
　図 3は接着領域の形状比率を横軸として接着強さを整理
した結果である．被着材となる鋼材板厚・接着面積に関
わらず，接着幅 baの比率の増加に伴い接着強さは増加し
ていくが，接着領域の形状比率 ba:laが 1.5:1以上となると
接着強さが一定の値へと収束している．これは接着長さ la
の減少により，鋼材の面外変形が小さくなり，接着面の始
終端に生じる剥離応力が同程度に小さくなったことが要
因である．また，接着剤の種類が変化した場合であっても，
接着強さの変化傾向は同様の傾向を示す．なお，接着剤
は接着剤 より，変形追従性が高くなるように設計され
ており，図 1(b)に示す接着剤 の ba:laが 1:3の試験片を
除けば，接着剤 の方が優れた変形性能を示している．
3.
　前章において被着材である鋼材の面外方向の曲げ変形
の低減により，接着強さが増加することが確認されたた
め，既報 2)で提案された簡易的に長さに対する曲げ剛性を
表す指標 t/laを横軸として，接着強さを整理した結果を図

図 1 接着領域の形状比率が接着強さ―変位関係に及ぼす影響
(a) 接着剤 S, t = 6.0 mm

(a) ba:la = 1:3 (b) ba:la = 1:2 (c) ba:la = 1:1

(d) ba:la = 2:1 (e) ba:la = 3:1

(b) 接着剤 T, t = 6.0 mm
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図 2 接着領域形状と接着面の破壊形式の関係性 (t = 6.0 mm)

図 3 接着強さと接着領域の形状比率の関係性
(a) 接着剤 S, t = 6.0 mm (b) 接着剤 T, t = 6.0 mm
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に示す．中空の凡例は被着材である鋼材表面をサンドブ
ラストにより処理した試験片である．図中の破線は前報 1)

のシングルラップ継手の一面せん断試験で確認された接
着剤毎の最大引張強さ であり，接着剤 の最大引張
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図 4 引張強さと指標 t/laの関係性および実験結果と評価式の対応

図 5 サンドブラスト処理を施さない試験片の接着強さ―変位関係

図 6 サンドブラスト処理を施さない試験片の破壊形式
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Eq. (1)

Eq. (1)

強さ は 2，接着剤 の最大引張強さ は
2である．結果に示すように横軸の増加に伴い

鋼材の面外方向の曲げ変形が低減されるため，接着強さは
最大接着強さに収斂していく様子が確認できる．この傾向
を利用して，本報では接着剤を用いた鋼構造接合部の一面
せん断耐力の評価式 (1)を提案する．

τ = τmax

(
1− 2

τmaxt/la +1

)
(1)

　結果に示すように，評価式 (1)は概ね前報の実験結果を
評価できている．ただし，一面せん断耐力の評価式 (1)に
は接着剤毎の最大引張強さ が含まれている．最大引張
強さ は接着剤の種類，接着層の厚さ，鋼材の表面状態
に応じて変化することが知られているため 2)，提案した評
価式を使用するには，これら変数に応じて変化する最大
引張強さ を事前に調査する必要がある．この最大引張
強さ を調査するには，接着領域の形状比率 ba:laが 1.5:1
以上となる試験片を用いて実施する必要がある．
4.
　被着材の鋼材表面のめっき，または黒皮を除去せず接着
剤により接合した結果を図 中の中実の凡例で，図 5に接
着強さ -変位関係を，図 6に接着領域の破壊状況を示して
いる．めっきを除去していない場合，接着強さは評価式か
ら僅かに減少しているが，これは図 に示すように，
凝集破壊よりも強度の低い，接着剤と被着材表面で破壊が
生じる界面破壊が部分的に生じたことが要因である．図

に示す黒皮に直接接着剤を塗布した試験片では，
黒皮を除去しない試験片であっても，サンドブラスト処理
を施した試験片と同程度の接着強さを発揮した試験片も
存在する．一方，接着面積が大きくなるにつれ，接着強さ
が大きく低下している．これは接着強さに比較し，黒皮と
鋼材間の付着力の方が低いため，黒皮と鋼材の間で破壊が
生じ，接着強さが同程度の t/laの値の試験片より大きく低
下する試験片が存在している．したがって，黒皮を有する
鋼材を接着剤により接合し，安定的な接着強さを発揮させ
る場合，鋼材表面の黒皮除去が必要となる．
5.
　本報は被着材を鋼材としたシングルラップ継手の一面
せん断耐力に接着領域の形状比が接着強さに及ぼす影響
を考察し，接着強度の耐力評価式を掲示した．以下に本報
で得られた知見をまとめる．
1) 接着幅 baの比率の増加に伴い，接着強さは上昇する．
ただし，比率 ba:laが 1.5:1以上となると接着面の始終端
に生じる剥離応力が同程度に小さくなるため，接着強
さが一定の値へと収束する．

2) 既報 2)で提案された簡易的に長さに対する曲げ剛性を
表す指標 t/laを変数とした一面せん断耐力の評価式を
提案した．提案した評価式は被着材である鋼材表面を
サンドブラストにより処理した接合部の接着強さを適
切に評価できている．ただし，提案した評価式には接
着剤毎の最大引張強さ が含まれているため，提案
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した評価式を使用するには接着剤毎の最大引張強さ
を事前に調査する必要がある．

3) めっきを除去していない場合，界面破壊が部分的に生
じるため，接着強さは僅かに減少する．
黒皮を除去しない場合，黒皮と鋼材の付着力の方が低
いため，接着強さが大きく低下し，この傾向は接着面
積が大きくなるほど顕著となる．
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